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弊社店舗内の施設におけるサポウイルス(注)による食中毒事故発生に関するお詫びとお知らせ 

 

 

この度、弊社川崎店8階レストラン街にある中国料理「煌蘭」において、平成22年 3月 28日（日）にご来店

されたお客様の中で、食中毒と思われる症状が発生いたしましたので、川崎保健所が調査を開始したところ

平成 22 年 4 月 7 日（水）にお客様ならびに中国料理「煌蘭」従業員の数名の検便からサポウイルスが検出さ

れましたので、同日夕方から中国料理「煌蘭」は営業を自粛いたしました。その後、4 月 8 日（木）に同保健所

の検査の結果、お客様 22 名ならびに中国料理「煌蘭」従業員５名の検便からサポウイルスが検出されたこと

により、中国料理「煌蘭」が提供した食事に付着したサポウイルスを原因とする食中毒と判明いたしました。 

この結果、本日、同保健所より 2日間（平成 22年 4月 8日（木）から 4月 9日（金）まで）の営業停止処分を

受けましたので、4 月 7 日（水）の営業自粛期間を含む 3日間、中国料理「煌蘭」の営業を停止することとなり

ました。 

 

発症されたお客様には多大な苦痛をおかけし、また関係者の方々にご迷惑、ご心配をおかけしましたこと

を心より深くお詫び申し上げます。また、発症されましたお客様には、可能な限り誠意をもって対応させてい

ただく所存でございます。 

 

今後は、このような事故の再発を防止するため、衛生管理水準の向上を図り、お客様の信頼回復ならびに

営業再開に向け努力いたす所存でございます。 

今後とも変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 尚、横須賀店および藤沢店にある中国料理「煌蘭」につきましては、平常どおり営業をしております。 

 

以 上 

 

（注）サポウイルスは、感染性胃腸炎を引き起こすウイルスの一つです。このウイルスもノロウイルスと同様、嘔吐、嘔気、下痢

腹痛などの症状を呈しますが、予後は良好です。 


